
昭
和
布
・

初

年
に
お
け
る

国
語
学
界
の

展
望

国

五
日

ニエ
ロ

ーー

中

三左ご
円

教

昭
和
三
五
・
一一一
六
年
度
の
国
語
教
育
界
の
反
却
に
つ
い
て
は、

す
で
に
『
文

学
・

話
学
問
・

幻
』

(
望
月
久
貴
・

古
岡
鉱)

に
な
さ
れ
て
レ
る
。

さ
ら
に
、

昭
和
三
五
・

六
同
年
度
の

問
活
教
育
界
の
一

般
動
向
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
・

中
学
校
い
ず
れ
も、

『
国
語
年
鑑
』
(
昭
和
三
五
年
度
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

昭

和
お
年
6
月
初
日
、

秀
英
出
版
刊
を
参
照
さ
れ
た
い
。

昭
和
三
六
年
度
の
そ
れ

に
つ
い
て
は
、

昭
和
幻
年、

近
刊
予
定
の
も
の
を

参
着
さ
れ
た
い
。)

に
、

簡

明
な
展
望
が
な
さ
れ
て
い
司令。

ま
た、

こ
の
二
年
間
に

発
ぶ
さ
れ
た
論
文
や

実

践
報
告
の
数
は
お
び
た
だ
し
く、

単
行
本
・

講
座
の
類
も
す
く
な
く
な
レ
。

そ

れ
ら
の
目
録
も
ま
た、

同
じ
く
『
国
語
年
鑑
』

に

収
載
さ
れ
て
い
る
。

「
教
研
」

集
会
に

お
け
る

国
語
教
育
研
究
の

動
向
に
つ
い
て
は
、

そ
の

報

告
・

討
議
の
概
話
が、

『
口
木
の

教
育
9
-

m
』
(
日
教
組
刊、

昭
お
・

7
、

昭

お
・

5
)
、

『
糊
判
一同
語
教
育
U
-

m
-

m
』
(
明
治
図
書
刊、

開
お
・

4
、

昭
お

・

5

1
6)

な
ど
に
、

報
告
さ
れ
て
い
る。

こ
こ
で
は、

ご
く
抜
く
限
ら
れ
た
範
聞
の

研
究
を
と
り

あ
げ
る
に

と
ど
ま

る
。

直
接
に
入
手
し
え
な
か
っ
た
論
杭
も
す
く
な
く
は
な
い
。

採
録
・

考
察
上

の
不
備
が

多
い
。

ま
た、

敬
称
を
略
し
た
。

と
も
に
お
ゆ
る
し
を
い
た
だ
き
た
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学

下

以

野

地

家

j閏

国
語
教
育
史
研
究

ll
地
道
で
は
あ
る
が
、

こ
の
而
の
研
究
の
税
み

重
ね
が

な
さ
れ
て
き
た
。

近
代
国
語
教
育
の
自
己
確
認
の
仕
事
と
し
て、

歴
史
研
究
の

も
つ

意
義
は
大
き
い
。

高
橋
和
夫
の
「
戦
後
国
語
教
育
史」
(
『
糊
判
国
語
教
育
』

昭
お
・
3
l
8
)

は、

「
一

つ
の

試
み
」

と
し
て
意
欲
的
に

進
め
ら
れ
て
い
る
。

同
じ

く
高
橋
和

夫
の
「
国
語
教
育
の
歴
史
と
反
省
」

(
岩
波
書
庖
刊

『
言
語
と
教
育
』

所
収、

矧
お
・

2
)

も、

問
題
史
的
考
察
を
簡
明
に
展
開
し
て
い
る
。

明
治
初
期
の
国
語
科
成
立
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
も
の
に
は、

山
根
安
太
郎

の

「
閑
語
科
の
胎
生
|
明
治
初
期
国
語
観
の
形
成
|
」
(
『
国
語
科
教
育
』

7
、

昭
お
・

4
)

や

弓
国
語
』

科
の
成
立
|
国
語
教
育
史
上
の
一
一
四
期
|
」

(
『
国

文
学
致
』

泊
、

昭
お
・

5
)

な
ど
が
あ
る
。

ま
た、

明
治
五
年
i
一

八
年
ま
で

の
「一一一
円
語
の
形
式
体
系
の
時
代
」

を
中
心
に
考
察
し
た
も
の
に
、

西
国肌
慶
一

の

「
国
語
教
育
実
践
の
厩
史
と
展
望

l
特
に
一

時
期
の
照
応
と
択
抗

」

(
牧
菩

応
刊

『
実
践
講
座
国
語
教
育
』

1
、

昭
お
・

日
)

が
あ
る
。

野
地
潤
家
は、

明

治
初
期
の
話
し
こ
と
ば

教
育
史
の
一

考
察
と
し
て
、

場
芳
成
の

説
教
諭
を
と
り

あ
げ
て
い
る
(
『
国
文
学
致
』

お
、

昭
お
・

5
)
。

石
井
庄
司
は
、
「
実
践
国
語
教
育
の
歩
み
」
(
明
治
図
書
刊
『
周
知
教
育
の
指

標
』

所
収、

昭
お
・
9
)

に
お
い
て
、

明
治
初
期
か
ら
大
正
中
期
ま
で
の
国
語

教
育
の
実
践
而
の
問
題
を
四
期
に
分
け、

附附
火
的
叙
述
を
試
み、

各
期
各
領
域

の

資
料
を
中
心
に

扱
っ
て
レ
る
。

人
物
中
心
の
研
究
と
し
て
は 、

野
地
潤
家
に
「
国
語
教
育
実
践
の
深
化
過
程



育

ー
芦
田
恵
之
助
先
生
の
場
合
|」

(『
広
島
大
学
教
育
学
部
紀
要』
9、
昭
お
・

1
)

が
あ
り、

滑
川
道
夫
に
「
作
文
教
育
史
の
人
び
と
」

(
鈴
木
三

重
吉
・

小

砂
丘
忠
義
・

百
回
宗
治
・
ト一
回
庄
三
郎
・

成
田
忠
久
)

(
牧
寄
居
刊

『
作
文
教

育』
所
収 、
昭
お
・

1
)

が
あ
る 。
『
糊
村
一国
語
教
育』
(
昭
お
-
m
)

は
、

芦

田
恵
之
助
の
『
読
み
方
教
授』
(
大
正
5)

全
文
を
採
録
し 、

西
原
慶一
ほ
か

の
研
究
を
特
集
し
た 。

作
文
教
育
史
に

関
し
て
は 、

船
山
謙
次
に

「
戦
後
生
活
綴
方
教
育
論
史」

(『
作
文
と
教
育』
所
載、

昭
お
・
口

、

昭
お
・

1
1

U
)

が
あ
り 、

滑
川
道

夫
に
「
素
描・
月
本
作
文
教
育
児」
(『
作
文
と
教
育』
所
載、
昭
お
-

U 、
昭

お
・
1
1
8 、
昭
お
・

1
1

U)
が
あ
る。

文
法
教
育
史
に
つ
い
て
は 、
「
文
法
教
育
の
歴
史
(
明
治
・

大
正
期)」
(
古

田
東
朔
)
、

「
文
法
教
育
の

歴
史
(
昭
和
期)
」

(
弁
之
口
有
一
)

(
い
ず
れ
も
、

『
国
語
科
教
育』
7
所
収 、
昭
お
・
4)
が
報
告
さ
れ
た日

教
科
書
研
究
で
は 、
古
田
東
朔
に
「
小
学
読
本」
に
お
け
る
「
口
語
文
体
の

形
成」
(
『
実
践
国
語
教
育』
昭
お
・
5
1
U
)

が
あ
る 。

志
田
延
義
は

、

「
平
安
貴
族
の
学
習
資
料
形
態
」

(
『
桜
楓
社
出
版
刊
『
国
語

科
教
育
学』
所
収 、
昭
お
・
9)
を
報
告
し
た 。
こ
れ
は
平
安
国
語
教
育
史
研

究
の
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る 。

国
語
教
育
学
史
研
究

||
実
践
面
の
史
的
研
究
の
ほ
か 、
学
理・
晶子
説
の
研

究
も 、
か
な
り
さ
か
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る 。

大
正
五
年
(
一

八

二ハ
)

か
ら
四
O
年
に
わ
た
る
近
代
国
語
教
育
学
史
を
概

観
し
た
も
の
に
、

石
井
圧
司
の
『
国
語
教
育
の
指
標』
(
明
治
図
書
刊
、

昭
お
・

9
)

が
あ
る。
同
じ
く
石
井
庄
司
に
は
、

近
代
国
語
教
育
史
に

お
け
る
論
争

(
言
語
教
育
と
文
学
教
育 、

問
題
意
識
喚
起
の
文
学
教
育 、

形
象
淫
論
と
国
語

教
育 、

随
意
選
題
か
課
題
主
義
か
)

を
と
り
あ
げ
て
考
究
整
理
し
た
も
の
が
あ

る 。
な
お 、
石
井
庄
司
は 、
論
文
「
近
代
国
語
教
育
論
史」
に
よ
っ
て 、
学
位

を
受
け
た
(
昭
お
-

U) 。
戦
後
の
国
語
教
育
学
の
史
的
展
開
に
つ
い
て
は 、

野
地、
潤
家
も
『
国
語
研
究』
(
愛
媛)
(
昭
お
・
5 、

沼
町四
・
5)
誌
上
に
報
告

教語国

し
た 。垣

内
学
説
の
再
検
討・
研
究
が
な
さ
れ
た 。
輿
水
実
が
垣
内
の
著
書
の
う
ち

と
く
に
独
立
講
座
『
国
語
教
育
科
学
9

』
(

文
学
社
刊
)

を
基
縫
と
し
て
一

巻
に

抄
出
編
成
し
た
『
国
語
教
育
科
学』
(
三
省
堂
刊
、

昭
お
・
8
)

は
、

そ
の
集
約

的
紹
介
に
特
色
が
あ
る 。
垣
内
松
三
の
主
著
の
一
つ
「
国
語
の
力」
に
つ
い
て

は 、
野
地
潤
家
に
そ
の
成
立
過
程
を
考
察
し
た
も
の
が
あ
る
(『
国
語
教
育
研

究』
昭
お
-

u、

昭
お
・
4
)。
な
お

、

飛
田
隆
は 、
「
垣
内
学
説
の
研
究」

(
『
実
践
国
語
教
育
』

昭
お
・

4

1
ロ
)

に
お
い
て

、

受
講
ノ
l
卜

を
中
心
に

、

垣
内
学
の
生
成
を
理
解
し
て
い
く

基
礎
資
料
と

し
て

、

丹
念
に
報
告
し
て

い

る 。
ま
た 、
そ
の
綴
方
教
授
の
理
論
の
展
開
に
つ
い
て
は 、
野
地
判
家
が
『
実

践
国
語
教
育』
(
昭
お
・
6
1
辺、
昭
お
・

1
1
6
、

昭
お
-

m)
に

報
告
し

た 。
垣
内
の
処
女
作
「
石
叫
ば
む」
に
つ
い
て
も 、
高
橋
和
夫
が
『
実
践
国
語

教
育』
(
昭
お
・
2)
に
お
い
て 、
示
唆
に
富
む
考
察
を
加
え
た 。

国
語
教
育
史
学
会
が
そ
の
五
O
回
研
究
会
を
記
念
し
て 、
昭
和
初
年
ロ
月
9

目 、
第一
回
公
開
講
演
会
を
私
学
会
館
に
お
い
て
開
い
た 。
国
沼
教
育
史
学
会

の
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る 。

両
年
度
に
各
学
会
で
口
頭
報
告
さ
れ
た
国
語
教
育
史
研
究
の
う
ち 、
誌
上
発

表
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
か
な
り
あ
る 。
そ
れ
ら
に
は
近
世・
近
代
の
未
開
拓

領
域
に
つ
い
て
研
究
し
た
も
の
も
あ
る
が 、
い
ま
は
保
留
に
し
た
が
う 。

同
銀

風
の
実
践
史
報
告
に
つ
い
て
も 、
同
じ
く
保
留
す
る
こ
と
と
し
た 。

国
語
教
育
学
研
究

||
国
語
教
育
の
基
礎
学・
関
連
科
学
に
つ
い
て
の
号

究

も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
進
め
ら
れ
て
い
る 。

志
田
延
義
の
『
国
語
科
教
育
学』
(
桜
楓
社
出
版
刊、
昭
お
・
9)
は 、
国

語
科
教
育
学
の
体
系
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
試
案
を
提
示
し
た
も
の
で

あ
る 。
こ
の
体
系
論
の
試
み
に
対
し
て 、

西
尾
実
の
『
言
語
生
活
の
探
求』

(
岩
波
書
庖
刊 、
帽
お
・
1)

付 、
論
集
で
は
あ
る
が 、
西
尾
昌
語
教
育
学
の
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到

達

点

を

示

す

も
の

で
、

国

語

教

育

学
の

内

笑

を

考

究
し

た

も
の

と
い

え

る
。

心

理

学

者
の

側
か

ら
の

国

語

教

育

研

究
へ

の

参

加

と

し

て

は
、

波

多

野

完

治

著

『

第
二

信

号

系

理

論
と

国

語

教

育
』
(

明

治

図

書

刊
、

昭

お
-

mo)
・

大

久

保

忠

利

著

『
コ

ト
バ

の

機

能
と

教

育
・

国

語

教

育
』
(

明

治

図

書

刊
、

昭

お
・

6
)

な

ど

が

あ

る
。

両

者
と

も
に

既

発

表

論

稿
の

集

成
で

あ

る

が
、

そ

れ

ぞ

れ

に

教

育
・

国

語

教

育
の

科

学

化
へ

の

助

言
と

示，
吸
に

と

む
。

ほ

か

に
、

松

本

順

之
の

『
国

語

教

育
の

心

烈

学

的

研

究
』
(

新

光

閣

令官

庖

刊
、

昭

お
・

2
)

も

ま

と

め

ら

t

乙
。

4A
4J

 

国

分
一

『末

郎
の

『

国

語

教

育
の

本

来

像
』

(

新

評

論

刊
、

昭
お
・

5
)

は
、

こ
の
段
階
で
の
国
分
の
閑
語
教
育
問問
の
到
達
点
を4
不
し
て
お
り、

教
材
化
の

問

題

を

中

心
に

、

同

語

教

育

構

造
の

透

視
が

試
み

ら

れ

て

い

る
。

以
上、

内
記
・

波
多
賢
・

大
久
保
・

国
分
い
ず
れ
も、

そ
れ
ぞ
れ
の
領
野
で

の

探

究
の

到

達

点
が

集

成
さ

れ
て

レ

て
、

国

語

教

育

学
の

構

築
と

国

語

教

育
の

実

践
と

に

資
す

る

加

も

す

く

な

く

な
い

。

四

読

む
こ

と

の

教

育
の

研

究

||
こ

の

鋲

野
で

も 、

調

査

研

究
・

指

導

法

研

究

に
、

そ

れ

そ

ぞ

か

な

り

の

成

果

が

見
ら

れ

た
。

国

立

国

語

研

究

所

国

語

教

育

研

究

室
の

紋

統

研

究
で

あ
っ

た

「

言

語

能

力
の

発

達
に

関

す

る

調

笠

研

究
L

は
、

今

ま

で

の

三
つ

の

中

間

報

告
に

つ

づ

く
、

『
高
学
年
の
読
み
書
き
能
力』
(
昭
お
・
3)
に
よ
っ
て、

二応
の
ま
と
ま
り

を
見
せ
た

。

こ
の

方
面
の
基
礎
調
査
と

し
て

志
義
が

大
き
い

。

実

践
に

即
し

た

指

導

法

研

究

に

は
、

倉

沢

栄

吉
の

『
読

解

指

導
の

方

法
』

(

新

光
開
刊

、

昭

お
・

3
)

が
あ

る
。

教
材
研

究
の

重
視 、

小
・

中・
高
系

統

化
の

問

題
な

と
、

と

り

あ

げ

か

た

に

も
、

ま

と

め

か

た

に

も
、

著

者
の

持

論
が

つ

ら

ぬ

か

れ

て

い

る
。

な

お
、

現

場
の

読

解

指

導
の

研

究
で

は
、

同

氏
の

指

導

に

よ
っ

て

推

進

さ

れ
、

ま

と

め

ら

れ

た

も
の

も

す

く

な

く

な

い
。

こ

の

ほ

か
、

沖

山

光
の

『

目

的

論
に

立
つ

読

解

指

導
』

(

明

治

図

書

刊
、

昭
お
・

凶
)

な

ど

の

ほ

か
、

単

行

本
は

数

冊
に

の

ぽ

る
。

雑

誌
に

発

表

さ

れ

た

実

践

報

告
の

類
は

こ

と

に

多
い

。

全

国

大

学

国

語

教

育

学

会
は

、

共

同

研

究
の

一

つ

と

し

て
、

小
・

中
・

高
の

読

む
こ

と

の

指

導
に
つ

い

て
、

目

的
と

方

法
の

面
か

ら
、

実

担

授

業
と

そ
の

考

究
と

を

中

心
に

ま

と

め

た

(

学

芸

図

書

刊

『
国

語

科

教

育
』

8

昭

お
・

3
)

。

教

材

研

究
に
つ

い

て

は
、

『

教

材

研

究

訴

座
』
(

朝

倉

番

庖

刊
、

昭
お
・

1

i

4
)

三

間

が

出
て

、

六

拠出]
が

完

結
し

た
。

小
・

中

各

領

域

各
ジ
ャ

ン
ル

の

教

材

に
つ

い
て

、

共
同
研

究
の
笑

を
挙
げ
た

も
の
と

い
え
る。
ま

た、

教
材

研

究

法

を

説
い

た

も
の

に
、

輿

水

実
の

「

国

語

教

材

研

究

法
」

(

輿

水

編

著

『
国

語

教

材
の

あ

り

方
と

学

習

指

導
』

所

収
、

明

治

図

書

刊
、

昭

お
・

3
)

が

あ
る

。

読

解

指

導
の

基

礎

研

究
・

調

査
に

属

す

る

も
の

と

し

て

は
、

『
語
い

指

導
』

(

平

井

昌

夫

著
、

明

治

図

書

刊
、

昭

お
-

m
)

、

『
段

落

指

導
』
(

問

中

久

直

着
、

明

治

図

書

刊
、

昭

お
-

m
)

、

『
基

本

文

相~
の

研

究
』

(

林

四

郎

著
、

明

治

図

書

刊
、

昭

お
・

叩
)

、

『

指

導

用

文

型

百
二

十
五

種
』

(

上

回

保
一

著
、

日

本

文

化

科

学

社

刊
、

昭

お
・

日
)

な

ど

が

あ

る
。

ま

た
、

文

部

省
か

ら
、

『

児
童
・

生

従
の

語
い

力
の

調

査
』
(
2

分

間
)

(

明

治

図

書

刊
、

昭

お
・

2
)

に
つ

い

て
、

そ
の

準

備

調

査
の

中

間

報

告
が

な

さ

れ

た
。

読

者

指

導
の

研

究
と

し

て

は
、

『
読

書

科

学
』
(
臼

木

読

者

学

会

編
、

牧

畜

庖

刊
、

昭

お
・

2
)

に
、

幼
・

小
・

中
の

読

書

指

導
に

附

す

る

報

告
が

な

さ

れ

て

い
る
。

そ
の
一

つ

「
文
学
作
品
鑑
賞
力
の
評
価
法
」

(
『
読
書
科
学
』

日
、

昭

お
・
3)
は、
翌
月
久
賀
ほ
か
の
共
同
研
究
で
あ
る
が、
こ
の
領
域
の
基
礎
研

究

と

し

て

意

義
が

あ

る
。

文

学

教

育
・

鑑

賞

指

導
の

研

究

||
近

藤

国
一

若

『
読

解

鑑

賞

指

導
』

(

咳

治

図

書

刊
、

昭
お
・

3
)

が

現

場

研

究
と

し

て

ま

と

め

ら

れ

た
。

『
u

本

文

学

似
-

m
』
(
日

文

協

編
)

に

は
、

そ
れ

ぞ

れ

「

文

学
と

教

育
」
・

「

誌
の

教

育
」

の

報

告
・

討

論

を

収
め

て

い

る
。

な

お

同

誌
に

は
、

神的

巣

良

郊
の

「

文

学

教

育

の

正

し

い

発

展

を

目

ざ

し

て
」

が

連

載
さ

れ

た
。

こ

の

耐
の

笑

践
報

告

も

多
レ

。
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五

書
く
こ
と
(
作
文)
の
教
育
の
研
究

11・
基
本
研
究
と
し
て 、
輿
水
笑
の

「
作
文
能
力
の
学
年
発
達」
(
三
省
堂
刊
『
国
語
教
育』
3、
4 、
昭
お
・
4)

高
木
大
五
郎
の
「
作
文
制
作
過
程
の
研
究」
(
日
本
国
語
教
育
学
会
刊
『
日
本

国
語
教
育
学
会
誌』
凶 、
昭
お
・
8)
が
と
も
に
注
目
さ
れ
る 。
な
お 、
森
岡

健
二
の
「
コ
ン
ポ
ソ
γ

シ
ョ

ン」
(『
解
釈
と
鑑
賞』
昭
お
-

m
l)
も 、
中
学

校
作
文
教
育
に
資
す
る
も
の
と
し
て
完
結
が
待
た
れ
る 。

円
本
作
文
の
会
で
は 、
『
講
座・
生
活
綴
方』
(
百
合
出
版
刊 、
昭
お
・

1 、

第
2
巻
生
活
綴
方
の
指
導
体
系
I、

昭
叫山
・

ロ
、

第
3
巻
生
活
綴
方
の
指
導
体

系
宜)
を
企
て 、
全」ハ
巻
の
う
ち
二
巻
を
刊
行
し
た 。
生
活
綴
方
の
理
論
と
実

践
と
を
総
何日
教
列
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る 。
円
木
作
文
の
会
編
集
の
緋
誌

『
作
文
と
教
育』
(
H
1

MM)
に
も 、
作
文
教
育
の
理
論・
実
践・
歴
史
に
関

し
て 、
注
目
す
べ
き
論
稿
が
多
く
見
ら
れ
る 。

単
行
本
と
し
て
は 、
昭
和
二
十
八
年
以
降
の
発
表
論
稿
を
集
成
し
た
も
の

に 、
滑
川
道
夫
の
「
作
文
教
育」
(
牧
書
庖
刊 、
昭
お・
1)

が
あ
る 。
現
場
研
究

を
中
心
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
に 、
杉
山
愛
子
の
『
思
考
力
を
育
て
る
作

文
指
導
の
系
統
的
実
践』
(
穂
波
出
版
社
刊 、
昭
お)
が
あ
る 。
ほ
か
に 、
寒
川

道
夫・
今
井
誉
次
郎・
土
田
茂
範・
藤
井
信
男
ら
の
一編・
著
が
刊
行
さ
れ
た 。

雑
誌
『
実
践
凶
語
教
育』
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
実
践
報
告
も
多
い 。
出
月
久

貴
に
「
読
書
感
怨
文
の
研
究」
(『
東
京
学
芸
大
学
研
究
報
告』
口 、
昭
お
・

2)
が
あ
る 。

育

� 
J、

教

話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と .の
教
育
の
研
究

||
烈
論・
実
践
の
川
町
に
わ
た
る

総
合
論
集
と
し
て
は 、
西
原
慶一
編
の
「
標
準
語・
聞
く
話
す
こ
と
の
教
育」

(
穂
波
出
版
社
刊
『
実
践
国
語
研
究
紀
要
W』 、
昭
お
・
3)
が
刊
行
さ
れ
た 。

単
行
本
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
に
は 、
大
久
保
忠
利・
小
林
喜
三
男
編

三五
ρ回国

著
『
話
し
コ
ト

パ
指
導
の
技
術』
(
明
治
図
書
刊 、
昭
お
・
4)
が
あ
り 、

上

甲
幹一
若
『
新
し
い
話
し
か
た
ー

そ
の
実
習
と
学
習
指
導
l』

(
角
川
書
庖
刊 、

昭
お
・

日)
が
あ
る 。

資
料
と
し
て
は 、
東
京
教
育
研
究
所
の
『
小
学
校
国
語・
聞
き
方
指
導
例
集

|
練
習
単
元
を
中
心
に
l』

(
昭
お
・

ロ)
が
あ
る 。
こ
れ
は
同
研
究
所
の
継

続
研
究
の一
環
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る 。

ほ
か
に 、
雑
誌
『
実
践
国
語
教
育』
に
発
表
さ
れ
た
実
践
報
告・
現
場
研
究

は 、
両
年
度
を
通
じ
て
三
三
編
に
の
ぼ
っ
て
い
る 。

な
お 、
発
問
法・
問
答
法
に
つ
い
て
も 、
巧
究
さ
れ
た 。
雑
誌
『
糊
判
国
語

教
育』
(
3、
2 、
明
治
図
書
刊 、
昭
お
・
2)
は 、
「
効
果
的
な
発
問
の
し
か

た」
を
特
集
し
て
い
る 。
単
行
本
『
発
問
と
助
言』
(
明
治
図
書
刊 、
昭
お
・

9)
(
平
林
昌
夫
ら)
も
刊
行
さ
れ
た 。
「
教
育
の
方
法
と
し
て
の
問
い」
(
藤

原
与一

、
光
葉
会
刊
『
国
語
教
育
研
究』
昭
お
・
2)
に
は 、
こ
の
面
の
研
究

の
到
達
点
が一
不
さ
れ
て
い
る 。
「
問
答
法
に
つ
い
て」
(
平
井
昌
夫 、
明
治
図
書

刊
『
勢一
国
語
教
育』
昭
お
・
5)
も 、
問
答
法
の
性
格・
技
術
を
簡
明
に
と

ら
え
て
い
る 。

昭
和
初
年
6
月
凶
口 、
「
話
し
こ
と
ば
の
会」
(
会
長
西
尾
実)
の
結
成
さ
れ

た
こ
と
も 、
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る 。
こ
の
会
の
こ
れ
か
ら
の
活
動・
発
展

が
期
待
さ
れ
る 。

七

文
法
教
育・
文
字
教
育
の
研
究

111
国
話
教
育
の
た
め
の
文
章
論
に
関
す
る

問
題
を
主
に
し
た
論
集
と
L
て 、
永
野
賢
の
『
実
践
学
校
文
法』
(
明
治
図
書

刊 、
昭
お
・
6)
が
ま
と
め
ら
れ
た 。
著
者
の
文
法
教
育
に
関
す
る
第
三
作
で

あ
る 。
さ
ら
に
今
後
の
展
開
が
待
た
れ
る 。

中
学
校
の
文
法
学
習
に
関
し 、
現
場
の
六
人
の
実
践
記
録
に 、
古
田
拡
の
所

見
を
付
し
た 、
『
中
学
校
の
文
法
学
習』
(
明
治
図
書
刊 、
昭
お
・
3)
も
ま
と

め
ら
れ
た 。
サ
ー
ク
ル
誌
『
文
法
教
育』
(
昭
お
・
3、
昭
お
・
7 、
昭
お
・
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9)
に
も、
落
礎
報
告
が
見ら
れる。

第
九
次・
一
O
次の
間
「
教
研」
集
会
に
お
ける
文

法
教
育に
つ
い
ての
報

告・
討
議の
概
括は、
『日
本の
教
育9-
m』(日
教
組
刊、
昭お・
7、
昭

お・
5
)

に
収
め
ら
れ
てい
る。

な
お
、

浅
山子
教
育に
問
し
て
は、
町内
井
勝
司の
制抑
止門
(『
実
践
国
語
教
育』

昭お・
9)
の
ほ
か、
石井
勲の
『私の
決
字
教
室』(
繁
明
書
房
刊、
昭お・

7)
が
あ
る。
実
験
的
指
叩喝の
結
果
を
報
告し
た
もの
で
あ
る。
ロ
ーマ
字
教

育に
関して
も
多くの
実
践報
告が
比られた。

八

比
較
国語
教
育研
究
||ア
メ
リカ・
イ
ギ
リス・
フ
ランス・
ソ
連・
中

国な
どの一一口話
教
育が
研
究さ
れは
じめ
た
の
も
注
目
に
あ
た
い
す
る。

『
糊
特
国語
教
育
部』
(
明
治
図
書、
昭
お・
5)
の
米
仏
ソ
中
四
カ
国
の
言
語

教
育の
問
題点
特集
など
も
その
例で
ある。
特
誌
『悶話
教
育研
究』(光

葉
会
刊、
昭m-
4)
に
も、
小
特集が
兄ら
れる。
展
望の
域を
山て、
研

究
に
進
む
こ
と
が
望
ま
れ
る。

特
殊
教
育
研
究
ll'平
井目日
夫
著
『同
議の
で
きない
子ど
も』
(牧
者
庖

刊、
昭お・
7)
が
刊
行さ
れた。
ほ
か
に
「ろ
う
教
育
科
学」
に
ろ
う
児一一一川

一誌につ
い
ての
報
告が
あ
り、
「一言語
障
害
研究
会」
の
活
列が
つ
づ
け
ら
れ

てい
る。

講座・
テ
キス
ト・
指涼品川ドの
澱
||円
木
同語
教育学会
編
指ぷシ
リー

ズ
(6
冊、
明治
図
書)・『国
話
教
育
実
践
講座』(9
冊、
牧
書
庖)
の
ほ

か
、

『
言
語
と
教
育
』
(
岩
波
)

、

『
教
師
の
た
め
の
国
語
』
(
日
文
協
編)

が

刊

行
さ
れ
た

。
『
小
学
国
語
指
導
者
』
(
昭
お
・

2
)
・

『
幼
稚
問
教
育
指
導
書

言

語
編』)
昭お・
9)
も、
それ
ぞれ
文
部
省に
おい
て
編ま
れた。
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